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3 月9 日( 金) ～ 1 2 日( 月) 藤崎本館只階 グ
午前1 0 時 ～ 午後7 時3 0 分 < 最終 日 午後5 時閉場 >

ノノト豪パ藻掴

【特別企画】｢ 出発の声｣ メ ッセ ー ジ コ ン サ ー
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東 日 本 大震 災 か ら 7 年 ｡

私 た ち を支 え て くれ た

多くの も の た ち に 思 い を寄 せ ､

ま た 一 歩 ､ 鷹 み 出 し た い と 思 い ま す ｡
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は じ め に

東日本大震災から7 年｡ こ こまで の 歩み の 中で ､ どれだけ多くの 葛藤が ､

被災地 に 生きる人々 の 心 に 去来した ことでしょう｡ しか しそんな申で ､ 未来

に 向けて
一

歩を踏 み出す力となっ た の は ､ 世界 中から の応援 ､
亡くな っ た

方 々 へ の 想 い や ､
｢ こ こで 生きる! ｣ と の 内なる声でした ｡ そしてそこ に は

い つ も ､ 人と人との 交流や つ ながり､ 過去と の つ ながりがありました ｡ さら

に
､ 私 たちの か たわら に は ､ 常 に 沢山の ことを語りか けてくれる､ 物言わ ぬ

｢ 花｣ や ｢ 空｣ ､ ｢ 海｣ がありました ｡

本属は､ 震災後の様々な活動を紹介しながら､ それぞれの｢希望の道しるべ｣ ､
▲ 雄勝 ロ

ー ズファクトリ ー

の 歩み

｢ 光｣ となっ たもの
～ ｢ 出発 の 声｣ を受 け取 っ て い ただきた い と企画しました ｡ 藷-】

展示や コ ン サ
ー トを通して ､ 震災後 の 温か い 心 の 交流や ､

一

日
一

日 を大

切 にして い た記憶がよみがえり､ 改 めて ､ 今 こ の 時 ､ そして こ の 地域や 人々

に想 いを馳せ る時間となりましたら幸い です｡

3 . 1 1 を語りつ ぐ会

展 示 内 容

｢ 雄勝 ロ
ー ズ フ ァクトリ ー ガ ー デ ン｣ の 歩 み

巨大津波で壊滅 した 石巻市雄勝町 を｢ 花 と緑 の 力｣ で 復 興する た め に ､ 被災 した住

民が立 ち上げた復興プ ロ ジェ クト｢ 雄勝花物語｣ の 活動拠点｡ た っ た
一 人が 植 え た

一 輪の花が､ そ の 後多くの人たち の 協力 に より､ 地域 の 憩し､ と交流 と学びの場 とな

り
､ 被災 の 地 と支援者を結ぶ こ とに も つ ながりました｡

石ノ森寓画館(石巻市) へ の全国の方々からの応援メッ セ
ー ジパネル

津波被害 の為閉館 して い た 萬画館 に ､ 全 国か ら関係者 に想 いを届 け に や っ て きた

方 々 は
､ 津 波 に 突き破 られた扉やガラ ス の 代わり に 入り 口 をふ さし､ で い た ペ ニ ヤ

板 に､ 応 援メ ッ セ
ー ジを書きま した ｡ 4 0 故 に も なっ たそ の ベ ニ ヤ板 の メッ セ

ー ジ は ､

関係者 の 大 きな力 となりました｡

｢ 女川
一

中生 の 句｣
津波が町を襲 っ た あの 日 か らま だ2 か月 の2 0 1 1 年5 月 と､ そ れか ら半年が経 っ た

1 1 月 に ､ 璃封女川 町立女川第一中学校 で行われた俳句 の授業｡ 先の 見え なし､ 中 ､

生徒 た ちは 自分 を見 つ め ､ 指 を折 り数え ､ 絞り 出す か の よう に 五 七五 を編 み 出しま

した ｡ ( ※ 20 1 3年 に女川 二中と統合され女川中学校に｡ 俳句の 投集は同中学で 継続中)

｢ 東北お遍路 プロ ジェクト｣ 写真 コ ン テス ト入 賞作品
東北お遍路プ ロ ジェ クトは ､ 東日本大震災 で被災 した福島県 か ら青森県まで の 沿岸

地域 に､ 慰霊 ･ 鎮魂 の た め の 巡礼地を選定 し､ 震 災 の記憶を語 り継ごう と取 り組 む

団体 です｡ 現在6 3 巡礼 地を選定 ｡ 毎年 開催する写真 コ ン テス トの 中 の 数点を展示

します｡

▲ 石ノ森萬画館 へ の 応援メッセ
ー ジ

▲ 女川 一 中生 の句

▲ 東北お遍路プロ ジェ クト写真 コ ン テス ト入質作品

朗読 :

渡辺 祥子

オ ー プニ ングコ ンサ ー ト

■ 3月9 日(金) ①午前1 1 時 ～ ②午後2 時 ～

出演: 渡辺祥子(朗読) ､ 佐藤正隆(ギタ ー)

ト ー ク ゲ ス ト:
一

般社 団法人 雄勝花物語

代 表理事 徳水利枝さん

メッ セ
ー ジコ ン サ ー ト

■ 3 月1 0 日(土) ①午前1 1 時 ～ ②午後2 時 ～

出演: 渡辺祥子( 朗読 ･ ナ ビゲ ー タ ー)
松原美智子( ピアノ)

ゲ ス ト: 幹 m i k i( シ ンガ ー ソ ング ライ タ ー )
～ 映画『サ ン マ とカタ ー ル 女Jll つ ながる人々』エ ン ディ ン グテ ー マ

｢ 光 一 女川リミックス｣ 担当

佐藤 正隆( ギタ
ー

) 徳水 利枝(ゲス ト)

松原 美智子( ピアノ) 幹 m i k ( ゲスト)




